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令和 7 年度 福岡美容専門学校 福岡校 自己評価結果 

 

1. 学校の教育目標 

 

本校は、福岡県下 2,700 店舗の美容室が加盟する福岡県美容生活衛生同業組合が設置した美容学校です。後

継者を育成して美容業界のさらなる発展に寄与するという理念のもと学校運営を行っています。 

 

＜教育方針＞ 

お客様の幸せや喜びのために、常に美容の技術を磨き、お客様に永く愛され、必要とされる人材を育成し、

送り出す。 

◇基礎・基本技術を備えた人材の育成 

◇礼儀やマナーが備わった人材の育成 

 

＜校訓＞ 

愛美 ・ 創造 ・ 鍛錬 

人を美しくし、笑顔や喜びを提供できる職業に誇りを持ちます。 

美容の仕事を通じて、創造力を養い、可能性に挑戦します。 

基礎・基本を身に付けるため、『心・技・体』を鍛えます。 

 

 

 

2. 本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

すべてのステークホルダーから高い評価と支持される学校を目指す。 

迫り来る『少子化』に全職員知恵を出し、対策を立て実行する。 

（1） 本校の教育方針 

基礎・基本技術を備えた人材の育成 

礼儀やマナーの備わった人材の育成 

（2） 教育に直接携わる教員の質の向上を図る 

（3） 学生募集、充足率 100％を目指す 

（4） 国家試験合格率 100％を目指す 

（5） 就職率 100％を目指す 

（6） 通信生募集のあり方を検討する 

（7） ICT（情報通信技術）を活用した授業の促進 

（8） 美容組合の歴史や美容業界の教育を行い、業界発展の認識を深めさせる 
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3. 評価項目の達成及び取組状況 

 

【評価   適切・4   ほぼ適切・3   やや不適切・2   不適切・1 】 

 

（１）教育理念・目標 

評価項目 自己評価 

A、学校の理念・教育方針・育成人材像は定められているか 4 

B、学校における職業教育の特色は何か 4 

C、社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 4 

D、学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者に周知されているか 4 

E、各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられ

ているか 

3 

①課題 

・ICT・デジタル化への対応を推進する中で、学科教育への主体的な学習意欲の向上と、人間力、コミュニ

ケーション力，洞察力（相手の意図やニーズを理解する力）の育成が課題となっている。 

 

②今後の改善方策 

・デジタル社会に対応できる知識・技能の習得を推進するとともに、学科教育の重要性を理解させる指導を

強化する。また、学生同士や教員との対話、実践的な接客教育を通じて、人間力やコミュニケーション力、

顧客ニーズを的確に把握する力の育成に取り組む。 

 

③特記事項 

・デジタル社会に対応した教育環境の整備と教育内容の充実を推進するとともに、美容業界で求められる専

門知識・技術の習得に加え、顧客の多様なニーズを理解し信頼関係を構築できる人間力やコミュニケーシ

ョン能力の育成に重点的に取り組んでいく。 

 

 

 

（２）学校運営 

評価項目 自己評価 

A、目的等に沿った運営方針が策定されているか 4 

B、事業計画に沿った運営方針が策定されているか 4 

C、運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 4 

D、人事、給与に関する制度は整備されているか 4 

E、教務、財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 4 

F、教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4 

G、情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3 
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①課題 

・以前より課題となっているワークフローシステムの導入について、ペーパーレス化による経費削減と決裁

までの時間短縮のため検討を続けているが、運用開始には至らなかった。 

・令和 6 年度後半より着手している人事評価制度の見直しについては、令和 7 年度を通じて取り組みを進

め、制度設計は固まった。しかし、運用にあたってはさらに理解を深める必要がある。 

 

②今後の改善方策 

・ワークフローシステムについては、採用するサービスと導入スケジュールを早期に決定させる。 

・令和 8 年度より組織再編が行われることとなった。新体制の下、部署間のさらなる連携強化を図る。 

 

③特記事項 

 特になし 

 

 

 

（３）教育活動 

評価項目 自己評価 

A、教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4 

B、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた修業年限に対応した教育到達レベルや学 

習時間の確保は明確にされているか 

4 

C、学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4 

D、キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発な

どが実施されているか 

4 

E、関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し 

等が行われているか 

3 

F、関連分野における実践的な職業教育を目的とした実務実習（インターンシップ）が行われ

ているか 

4 

G、授業評価の実施・評価体制はあるか 4 

H、職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 4 

I、成績評価・単位認定、進級・卒業認定の基準は明確になっているか 4 

J、資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 4 

K、人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 4 

L、関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務を含め）を確保するな

どマネジメントが行われているか 

3 

M、関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資

質向上のための取組が行われているか 

4 

N、職員の能力開発のための研修等が行われているか 3 
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①課題 

・美容業界は常に進化しており、最新のトレンドや技術を教育に取り入れることが求められる。特に、現場

で即戦力として求められるシャンプー技術や接客マナーの修得を通じ、学生の理解と自信を育むことが必

要である。したがって、業界が求める実践的なスキルと学生にとっても魅力的な内容の両方を兼ね備えた

カリキュラム構築が課題である。 

・教職員の人員について、必要数は確保しているものの余裕がある状況ではない。将来的な人材確保と負担

軽減が課題である。 

・教職員に向けた現場技術の習得を目的とした研修や、ICT 授業の質を高めるための研修等を実施している

ものの、個人間でのレベルの差を縮めるための研修体制を整えるように、さらに検討の余地がある。 

 

②今後の改善方策 

・現在実施している定期的な学生アンケートや外部講師からの意見収集を継続し、授業内容や進め方を柔軟

かつ継続的に見直していく。これにより、サロンのニーズに即した実践的な内容と学生の興味・関心を引

き出す授業とのバランスを取ることを目指す。 

・教職員の働きやすさを向上させることで、定着率を高めるとともに、外部からの新たな人材の応募意欲を

促進させる。既存教員のスキルアップやマネジメント能力向上を図ることで、質の高い指導が可能な組織

づくりを推進する。 

 

③特記事項 

特になし 

 

 

（４）学修成果 

①課題 

・卒業生の追跡調査の不足が挙げられる。卒業後のキャリアパスや職場での定着状況、キャリアアップの状

況を継続的に追跡する仕組みが十分に整備されていない。 

・卒業生や雇用先からのフィードバックを収集する仕組みが限定的である。 

 

②今後の改善方策 

・教育成果の可視化とデータ分析（卒業生の離職率・昇進状況・資格取得等） 

・卒業生へのアンケート実施や SNS・同窓会組織との連携、雇用先との定期的な意見交換会を実施するな

ど、卒業生フォローアップ体制の整備を進める。 

評価項目 自己評価 

A、就職率の向上が図られているか 4 

B、資格取得率の向上が図られているか 4 

C、退学率の低減が図られているか 4 

D、卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 4 

E、 卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 3 
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③特記事項 

・美容業界で活躍している卒業生の情報取得と連携により、卒業後の関係性構築に努めている。 

 

 

（５）学生支援 

①課題 

・学生の生活環境支援については、学生の多様化や一人暮らし学生の増加に伴い、より広範かつ、きめ細か

な支援体制の充実が求められている。 

・高校との連携によるキャリア教育・職業教育については、実施機会は増加しているものの、単発的なイベ

ントや職場体験に留まるケースもあり、継続的・計画的なプログラムとしての構築が課題となっている。 

・学生相談においては、メンタル面や生活面に関する相談内容が多様化しており、早期対応と継続的支援体

制のさらなる強化が必要である。 

 

②今後の改善方策 

・遠方で通学が困難な学生への支援体制を強化し、住まい・生活・アルバイト等に関する相談支援の充実を

図る。 

入学者数と退学率、就職率、国家試験合格率 資料① 

入学年度 入学者数 卒業者数 退学数 退学率 休学数 就職者数 就職率 
国家試験 

受験者数 
合格者数 合格率 

R3 年度生 318 名 296 名 22 名 6.91%  277 名 93.50%  296名  289 名 97.63% 

R4 年度生 320 名 288 名 32 名 10.00%  280 名 97.20%  288名  281 名 97.56% 

R5 年度生 320 名 301 名 18 名 5.63% 1 名 292 名 97.00%  300名  297 名 99.00% 

R6 年度生 319 名 288 名 31 名 9.71%  279 名 96.90%  288名  277 名 96.18% 

R7 年度生 320 名          

評価項目 自己評価 

A、進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4 

B、学生相談に関する体制は整備されているか 4 

C、学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 4 

D、学生の健康管理を担う組織体制はあるか 4 

E、課外活動に対する支援体制は整備されているか 4 

F、学生の生活環境への支援は行われているか 4 

G、保護者と適切に連携しているか 4 

H、卒業生への支援体制はあるか 4 

I、社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 4 

J、高校との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みが行われているか 4 
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・高校との連携については、学校訪問やオープンキャンパスに加え、美容の仕事を知ることができる職業体

験型授業や出張授業を継続的に実施し、高校との関係構築と早期キャリア教育の充実に努める。 

・学生相談については、担任・キャリアサポート室・専門スタッフとの連携を強化し、学生一人ひとりに応

じた支援を行うことで、安心して学べる環境整備を推進する。 

・卒業生とのネットワークを活用し、在校生へのキャリア形成支援や業界理解の促進につなげていく。 

 

③特記事項 

・各項目において支援体制は十分に整備されており、安定した成果を上げている。特に就職支援に関しては、

高い就職率を維持しており、美容業界との連携体制も良好である。 

・メンタルサポートや健康管理については、公認心理師・臨床心理士等の資格を有する専門スタッフや外部

機関との連携を強化し、学生が安心して学校生活を送ることができる環境整備に努めている。 

・個別面談や進路指導を継続的に実施し、学生一人ひとりの希望進路実現に向けた支援体制を構築している。 

 

 

 

（６）教育環境 

①課題 

・3棟の校舎により教育環境は充実できているが、校舎間の移動が発生している。敷地は一部離れているた

め移動に際して一般道路の使用となり、事故等に遭遇する恐れがある。移動時の注意喚起の徹底が必要で

ある。 

・校舎によっては築年数の経過による施設改修、設備の入替が必要となってきた。 

・犯罪等のニュースを踏まえ、本校の防犯の脆弱性が散見される、早急な対策が必要である。 

 

②今後の改善方策 

・学生の授業等に支障をきたさない時期に改修・入替計画を行っていく 

・校舎出入り口の改修計画 

 

③特記事項 

特になし 

 

 

 

 

評価項目 自己評価 

A、施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるように整備されているか 4 

B、学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備してい

るか 

4 

C、防災に対する体制は整備されているか 4 
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（７）学生募集 

①課題 

 ・学生募集活動において、美容業界理解と学びの内容を正しく伝え、また、技術習得の楽しさや難しさを体

験できるイベントを設けている。学費は教育内容と照らし合わせて妥当で、教材については毎年内容の見

直しを行っているものの、物価高騰の影響を受け値上げを検討せざるを得ない状況となっている。 

 

②今後の改善方策 

・入学前の学費説明会の充実を図る。 

・美容業界を理解していただくための取り組みとして、高校生の入学対象者に限らず幅広い世代に向けて魅

力を発信していく。これから社会で活躍する若い世代への啓蒙活動と育成、学び直し(リカレント教育)の

サポートに励む。 

 

③特記事項 

 特になし 

 

 

（８）財務 

①課題 

・学校事業における収入のほとんどは学費である。昼間課程において安定した入学者数を確保できているこ

とから財務は安定していると言えるが、今後さらに加速する少子化や、建物の老朽化に備えて引き続き計

画的な予算策定が必要である。 

 

②今後の改善方策 

特になし 

 

③特記事項 

・学費に関して、奨学金（給付型）受給者の増加に伴い修学支援制度適用も増加している。修学支援制度適

用に際して授業料の減免が複雑化し、学費（授業料）請求の猶予措置や処理に苦慮している。 

評価項目 自己評価 

A、学生募集活動は、適正に行われているか 4 

B、学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4 

C、学費は妥当なものとなっているか 4 

評価項目 自己評価 

A、中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 4 

B、予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 4 

C、財務について会計監査は適正に行われているか 4 

D、財務情報公開の体制整備はできているか 4 
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（９）法令等の遵守 

①課題 

・全ての項目で良好に実施、管理されており、適正な運営と情報公開を今後も継続していく。 

 

②今後の改善方策 

特になし 

 

③特記事項 

特になし 

 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

①課題 

・ボランティア活動のための時間確保と学業の両立が問題である。また、交通費や道具代の自己負担が、金

銭的に余裕のない学生には参加のハードルを上げてしまう場合がある。 

 

②今後の改善方策 

・学校と地域社会が連携してボランティア活動の機会を増やし、活動の認知度を高めるための工夫が必要。

また、ボランティア活動の意義を学生に伝えるとともに、将来のキャリアにどのように役立つかを示すこ

とで、学生のモチベーション向上に繋がることを期待する。 

 

③特記事項 

・美容学校生が社会貢献や地域貢献を通じて地域社会とのつながりを深め、業界全体のイメージアップにも

つながることが期待されるため、社会貢献・地域貢献は重要と考える。 

 

 

 

 

評価項目 自己評価 

A、法令、専門学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 4 

B、個人情報に対し、その保護のための対策がとられているか 4 

C、自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 4 

D、自己評価結果を公開しているか 4 

評価項目 自己評価 

A、学校の教育資源や施設を活用した社会貢献、地域貢献を行っているか 4 

B、学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 3 

C、地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等）の受託等を積極的に実施しているか 4 
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4. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

項目(1)から(10)に沿って適切な学校運営が行われており、これが近年の安定した入学者確保に繋がっている

と考えられる。しかし、少子化による学生募集の競争は激しさを増しており、教育内容をさらに充実させるこ

とが不可欠である。今後は、令和 8 年度の組織再編を機に、部署間のさらなる連携強化と体制の確立を急ぐ必

要がある。 

あわせて、デジタル社会への対応や実践的なスキル習得を推進するため、研修等を通じた教職員の資質向上

には、今後も継続して取り組んでいきたい。 

以上 


